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解説
以下，点Oで質点を投射した時刻を t = 0とする．

また，質点が空中にあるときの加速度は，(ax, ay) = (−g sin β, −g cos β)である．

(1) α = π

2
の場合を考えると，(xM, yM) =

(
0,
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．この値を，問題文中の楕円を表す方程式に適用すると，
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(2) 速度の y成分が 0になる時刻の 2倍なので，t1 = 2v0 sin α

−ay
=

2v0 sin α

g cos β

(3) OPの長さは (2)で求めた時刻 t1 における位置 xの値なので，点 Pの x座標を xP とおくと，

xP = v0 cos θ · t1 + 1
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axt1
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g cos2 β
= v0

2 {sin(2α + β) − sin β}
g cos2 β

xP の値が最大となるのは，sin(2α + β) = 1となるとき，すなわち α =
π

4
−

β

2
のときである．

(4) 「質点が板に垂直に落下」するとは，時刻 t1 に速度の x成分が 0であることに相当する．

0 = v0 cos α + axt1 =
(

cos α − 2 sin β sin α

cos β

)
× v0 ... tan α × tan β =

1
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(5) 衝突直前の質点の速度の y成分 vy = −v0 sin α．vc sin γ = |vy |より， sin γ

sin α
=

v0

vc

＜次頁につづく＞

※詳細は最終面をご確認ください

〈〈 模試・講座のご案内 〉〉

受験相談会・後期模試・攻略講座を実施します
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解説

(1) 極板 Aに蓄積した電気量をQA とする。導体 Pに関する電荷保存則より

−QA − 2d − xP

3d
Q = −Q
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d + xP
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(2) このとき Pの電位 VP は

VP =

2d − xP

3d
Q

ε0
S

d + xP

= (2d − xP)(d + xP)
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Q

と求まる。したがってコンデンサーに蓄えられた静電エネルギー U(xP)は

U(xP) = 1
2

QVP =
Q2

6ε0Sd
× (2d − xP)(d + xP)

(3) 静電エネルギーの変化量∆U は (∆xP)2 の項を無視すると以下のように求まる。

∆U = U(xP + ∆xP) − U(xP)

= Q2

6ε0Sd
{(d + xP + ∆xP) (2d − xP − ∆xP) − (d + xP) (2d − xP)}

.=.
Q2

6ε0Sd
(2xP − d) × (−∆xP)

(4) Pの上面が位置 xP にあるとき，ばねの縮みは xP − d

2
である。したがって Pにはたらく合力は+x向きを正として，以下のように

表せる。

F = Q2

6ε0Sd
(2xP − d) − k

(
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2

)
− mg · · ·①

Pが等加速度運動を行うので，合力 F は xP によらず一定である。したがって①式の xP の係数が 0となる。よって k =
Q2

3ε0Sd

(5) 求める電流の大きさ I は極板 Bの電荷QB を用いて以下のように求まる。
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∣∣∣ ∆QB

∆t

∣∣∣ =

∣∣∣∣∣∣
∆

(
d + xP

3d
Q

)
∆t

∣∣∣∣∣∣ = Q
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ここで v =

∣∣∣ ∆xP

∆t

∣∣∣は Pの速さを表す。そこで，v を求める。①式に (4)の答を代入すると F = −mg となる。このとき Pは加速度

−gで等加速度運動を行い，Pが極板 Bに衝突する直前の Pの速さ vは

v2 − 02 = 2(−g)(−2d) ... v = 2
√
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解説

(1) 求める距離を bとすると，レンズの式より，

1
40

+ 1
b

= 1
30

... b = 120mm

よって，選択肢はウ
(2) 凸レンズ 1から像までの距離は 250 − 30 = 220mmなので，物体と凸レンズ 1との距離を a，倍率をmとすると，レンズの式より，

1
a

+ 1
−220

= 1
30

... m =
∣∣∣ −220

a

∣∣∣ =
∣∣∣ 220

30
+ 1

∣∣∣ = 25
3

≒ 8.3倍

よって，選択肢はウ
(3) (1)より，凸レンズ 1による像は，凸レンズ 1の右方 120mmの位置にできる．凸レンズ 2から像までの距離は 250 − 50 = 200mmな
ので，求める距離を xとすると，レンズの式より，

1
x − 120

+ 1
−200

= 1
50

... x = 160mm

よって，選択肢はエ

(4) (1)より，凸レンズ 1による倍率は 120
40

= 3倍．また，(3)より，凸レンズ 2による倍率は
∣∣∣ −200

x − 120

∣∣∣ = 200
40

= 5倍．したがっ

て，拡大された像の倍率は 3 × 5 = 15倍．
よって，選択肢はア

(5) 物体と凸レンズ 1との見かけの距離は 48
4/3

= 36mmとなる．凸レンズ 1と凸レンズ 1による像との距離を b1 とすると，レンズの

式より，

1
36

+ 1
b1

= 1
30

... b1 = 180mm

となるので，凸レンズ 1による倍率は 180
36

= 5倍．

また，凸レンズ 2から像までの距離は 250 − 50 = 200mmである．凸レンズ 1と凸レンズ 2との距離を yとすると，レンズの式より，

1
y − 180

+ 1
−200

= 1
50

であるから，凸レンズ 2による倍率は 200
y − 180

= 200
50

+ 1 = 5倍．

したがって，拡大された像の倍率は 5 × 5 = 25倍
よって，選択肢はイ
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解説

(1) 1秒間に 1個の分子がピストンの内壁に与える力積の総和を求めればよい．

2mvz · vz

2L
= オ．mvz

2

L

(2) v =
√

vx
2 + vy

2 とおく．1秒間に 1個の分子が円柱容器側面の内壁に与える力積の大きさの総和を求めればよい．

2mv cos θ
v

2r cos θ
= カ．m(vx

2 + vy
2)

r

(3) 等方性より vx
2 = vy

2 = vz
2 = 1

3
v2 となることに注意する．(2)を全分子について足して円柱容器側面の内壁の面積で割ればよい．

P = 1
2πrL

nNA∑
i=1

{
m(vxi

2 + vyi
2)

r

}
= イ． nNAmv2

3πr2L

（注）ピストンの内壁について考えてもよい．

(4) 単原子分子理想気体なので，ウ． 3
2

nRT

（注）(3)と理想気体の状態方程式から求めてもよいが時間がかかる．
(5) 1秒間の気体分子 1個の運動エネルギーの変化に，∆t〔s〕間の衝突回数をかければよい．{ 1

2
m(vz − 2w)2 − 1

2
mvz

2
}

vz∆t

2L
.=. ウ．−

mvz
2

L
w∆t
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講評

1 [力学：斜方投射]（やや難）
斜方投射自体は定番の問題であるものの，この問題は (1)から難易度が高く驚いた受験者も多かったことでしょう．ミスが連鎖し易い

タイプの問題なので，計算を慎重に進める必要がありますが，(2)以降の計算も重く全ての問題を解き切ろうとすると時間が足りなくな
るかもしれません．(5)は他の問題と関係なく解けますが，要領良くこの問題だけ解くというのも難しいかもしれません．

2 [電磁気：コンデンサー]（やや難）
前半は標準的な内容です．問題文中にヒントになる式もあるので (3)までは完答してほしい問題です．(4)以降の問題は，前半部分か

ら続く長い文章を正しく読む必要があり，バネの自然長についての記述を読み落として時間をロスした受験者もいるかもしれません．

3 [波動：レンズ]（標準）
前半は標準的なレンズの問題です．後半は，組合わせレンズの問題ですが，像の位置からレンズ間の距離や倍率を逆算するので少し戸

惑ったかもしれません．できれば完答してほしい．

4 [熱：理想気体の分子運動論]（標準）
ピストンのついた円筒容器内の理想気体の分子運動論の問題です．類題を解いたことがあるかどうかで差がつくでしょう．(5)の難易

度はやや高めです．

総評
2023年度の 2日目の難易度は 1日目より難化しました．2022年度の 2日目と同程度でした．大問 3や大問 4のように標準的なマークの問題
を先に解き，大問 1や大問 2の記述部分を時間内に解ける分だけ解けば十分でしょう．目標得点率は 50%．

メルマガ無料登録で全教科配信！

https://www.mebio.co.jp/0120-146-156 https://yms.ne.jp/03-3370-0410

本解答速報の内容に関するお問合せは…

https://www.mebio-eishinkan.com/

メビオ 0120-146-156まで

0120-192-215
登録はこちらから

大阪府大阪市中央区石町2-3-12 ベルヴォア天満橋
天満橋駅（京阪/大阪メトロ谷町線）より徒歩4分0120-146-156

フリーダイヤル

【受付時間】 9：00～21：00 （土日祝可）
校舎にて個別説明会も随時開催しています。

詳しくはWebまたはお電話で

名古屋 2.5（日） 11:00 ～ 16:00
オフィスパーク名駅プレミア会議室

広島 2.5（日） 11:00 ～ 16:00
TKPガーデンシティPREMIUM広島駅前

医学部受験相談会

後期模試医学部入試攻略ガイダンス
大阪 2.5（日） 14:00～15:00（ガイダンス） 14:00～15:00（個別相談）

阪急梅田グランドビル会議室

神戸 2.11（土） 14:00～15:00（ガイダンス） 14:00～15:00（個別相談）
三宮研修センター

京都 2.12（日） 14:00～15:00（ガイダンス） 14:00～15:00（個別相談）
京都経済センター（四条烏丸）

後期攻略講座
近畿大学医学部 2.18・23
関西医科大学 2.20・3.2
金沢医科大学 2.21・27/2.24（名古屋）

藤田医科大学 2.24（名古屋）

久留米大学医学部 3.6
大阪医科薬科大学 3.7

金沢医科大学 2.17 関西医科大学 2.22


